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1 は じ め に

新たな地域特産農産物の商品開発のためには,消費者ニー

ズを効率的に把握する必要がある。そこで,新規商品化品

目の「チェリーポット」(鉢植えオウトウ)について,イ
ンターネットを利用したアンケート調査によるニーズ分析

とその調査手法を検討した。

2調 査 方 法

調査対象 :イ ンターネット利用者 (任意)

調査方法 :農試 Webサ ーバにチェリーポットのホーム

ページを開設し,そ の中でアンケートページの回答を回収

懸賞サイトヘの登録等を行った。

調査期間 :2111111年 3月 16日～4月 14日 , 5月 10日 ～16日

(のべ36日 間)

調査項目 :

a 購入意向

b 評価金額

(以下の効用別に評価 し,合計が全体の評価となる)

①花を楽しむ②実を見て楽しむ③実を食べて楽しむ

④木・葉を見て楽 しむ⑤育てる楽 しみ⑥その他

C 購入を希望する生育の段階

①つぼみのころ②花のころ0小 さな実のころ

④実に少 し色のついたころ⑤食べられるころ⑥その他

3 調査結果及び考察

ll)チ ェリーポットのニーズ

アンケートの回収数は9,588件であり,年齢別では20～

30代で多 く (738%),性別では女性の回答が多かった

(599%)。 また,地域別では関東地方が多い (421%)。

チェリーボットの購入意向については「ぜひ購入してみた

いJ(250%),「 購入 してみたい」(652%)が全体の90%
を占めた。属性別に購入意向の強さをみると,年齢別では

,

回答数が少ないものの50代以上で「ぜひ購入 してみたい」

という意向の強い傾向がみられるが,性別では差がないと

考えられる。

チェリーポットの評価金額は1,000～ 1,500円 が中心であ

るが (271%),3,000円以上という評価の回答も少なくな

い (154%)。 評価金額と購入意向との関係では,評価金

額が高いほど「ぜひ購入 してみたいJと いう購入意向の強

い傾向が見られる (図 1)。
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図 1 チェリーボットの評価額と購入意向の関係

効用別の評価金額の大きさをみると,6110円 以下では

「花を楽しむ」「実を楽 しむ」という効用が多いものの,そ
れ以上の金額では「実を食べて楽しむJに次いで「育てる

楽 しみJと いう効用が多い傾向にある (図 2)。

どの段階のものを購入 したいかという設間では「つぼみ

のころ」(579%),「花のころJ(244%)と 早い段階から

育てたいという回答が多かった (表 1)。

これらのことより,ホ ームページのみでの紹介によるチェ

リーポットの評価は,安い価格の志向が強く,生産コス ト

(2,000円 程度)を下回るものである。しかし,商品として
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図2 効用別評価金額
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表 l 購入 したいチェリーポットの生育段階 としてはやや問題がある手法である (表 2)。 よって,本

調査手法は定量的な情報の把握には問題があるが,商品に

対するイメージのような定性的な情報を得ることでは利用

できることから,農産物の新商品開発やそのテストマーケ

ティング等の消費者アンケート,消費動態の把握などに活

用していくことができると考えられる。

ここで,商品特性とインターネットによる調査の特徴を

考察する。チェリーポットは,①開発技術として新規性に

富んだ商品であり情報提供効果が大きい,②地域性,季節

等の限定商品であり消費者ユーズを強く刺激する効果が大

きい,③単価レベルが高く高級感を訴求できる商品である

こと等が特性として挙げられ,こ れらの点でインターネッ

トの利用は効果的であると考えられる。

なお,本手法による調査を繰り返すことや他調査との比

較から回答者の属性を把握 していくことにより,①調査結

果の分析法の検討,②マーケティング調査としての実効性

について検討していく必要がある。
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花のころ

小さな実のころ

実に少 し色のついたころ
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の需要は見込まれ,その場合,「育てる」 という特徴が
,

高い評価に結びつくと考えられる。

0)調査手法について

インターネットを利用した本手法は,低コストに全国か

ら多数のデータを効率的に収集及び集計できる利点がある。

しかし,積極的にアクセスした人の回答 しか得られないも

のであるため標本調査という前提は成り立たなくなるとと

もに,商品開発の秘密性が求められるマーケティング調査

表 2 調査手法の特徴

4 ま め

質問に関する説明
調査票への入力

回答入力作業
費用
被調査者の抽出
被調査者の代表性

簡単

自動

小さい (サ ーバ管理)

本アンケート調査実施後には,回答者から開発商品のテ

ストユーザーを選定 し,サ ンプルを送付することでさらに

商品化にあたっての課題抽出に結びつけることができた。

インターネットを利用した本手法は,マ ーケティング調

査としては十分ではないが,開発商品のPR,ま たはテス

トユーザーや顧客の確保という点を考慮すると,非常に効

率的な手法であると言える。

インターネットで

画像・音声により説明可能

不特定 (イ ンターネット利電つ
データの偏りの可能性大きい
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